
No.１０ 平成３０年度 ｢地域子育て活動支援事業｣ 実施の内容 

団 体 名 特定非営利活動法人 輝け「いのち」ネットワーク 

事 業 名 子どもたちの日帰りホームステイ事業 

実 施 期 間 平成３０年５月～平成３１年２月 

事 業 実 績 

１．ホームステイ先での活動 

①盛岡市の児童養護施設みどり学園と和光学園から児童を受け入れる。（１回あたり

６人の児童を３家庭で受入、８回実施） 

・６月９日（和光学園）・７月１４日（みどり学園）・８月１９日（和光学園） 

・９月２４日（みどり学園）・１１月１７日（みどり学園）  

・１２月２日（和光学園）・２月９日（みどり学園）・２月１７日（みどり学園） 

 

②研修会等 

・事前研修 

 ６月１９日 西和賀町長瀬野会館にて実施。関係者２０名の参加。 

「児童養護施設で暮らしてる子どもたち」 

講師：みちのくみどり学園長 西山秀則 氏 

 

・里親を知るフォーラム 

 ２月１７日 西和賀町銀河ホールで実施。（第９回子守唄コンサートと同時開催） 

２２０名の参加。 

 岩手県里親会長 佐々木裕 氏 

岩手県福祉総合相談センター女性相談課長 昆 秀博 氏 

コーディネーター みちのくみどり学園 高橋 伸広 氏 

 

実 施 効 果 

自 己 評 価 

【実施効果】 

・児童養護施設の子どもたちが、地域行事（ホタル祭り、雪あかり等）に参加するこ

とにより、地域理解、地域参加が進んだ。 

・町民の里親への理解が増してきた。 

・児童養護施設（職員）と地域住民との関係が深まった。 

 

【自己評価】 

・地域住民の高齢化が進み、泊りは無理でも日帰りのホームステイは可能であること

が実証された。 

・施設と地域の理解が進み、地域擁護ということが認識されてきた。 

 


